
NGO等提案型プログラム2024

あなたの挑戦をサポートするNGO研修
～持続可能な運営への第一歩～

開催日時：2024年8月22日～2025年4月19日

主催：国際協力機構 中部センター
事務局：名古屋NGOセンター

定員30名を大きく超える申込みがあり、愛知県周辺だけでなく沖
縄、熊本、福岡、愛媛、大阪、奈良、神奈川、東京、新潟、フィ
リピンなどから63名（24団体、個人18名）の幅広い参加となりまし
た。対面（会場：JICA中部）およびオンラインで開催しています。

小規模NGOが、組織マネジメントを見直し、組織を活性化させ、
他のNGOの取り組みを参考に支援者や事業の参加者を増やす
試みを実践する。本プログラムの提供を通じて、NGOを取り巻く
人材やノウハウの循環を後押しする。



非営利組織の難しさの理由とその正体を知っておくこ
とが必要です。「温度差」と「多様性」が広がりすぎ
ることで難しさが出てきます。これを解消するには
「愛着」とか「コミュニティ」がカギになってきます。

“やる”という2文字のあいまいさ。どこの団体にも「すごくやる
人」「そこそこやる人」「ほとんどやらない人」がいます。ど
れも悪くありません。そもそも多様なのです。じゃ、どうした
らいいか。関わるメンバーの多様性を前提として、そのコミッ
トメントに応じて「関わり方のグラデーション」をつけること
がコツです。

どうやって人に役割と出番を持ってもらうかという
その視点を持ちつつ、ここは自分でやってスピード
を出すとか、ここはリスクが少ないから人にまかせ
るとか、コミュニケーションに負荷がかかるけど学
生ボランティアにまかせようとか、最後はあんばい
感かなと思います。

人にまかせるとき、細分化と明確化ができ
ていないと、SNSの運用とか理事会運営と
か、仕事を渡すのにかたまりとして大きす
ぎてしまいます。それぞれ切り刻めば20個
くらいのタスクになるので、そのうちの2～
3個は人に渡せるということもぜひ考えてみ
てほしいと思います。



私たちの原点は”ほっとけないという気持ち”なんだと思うんです。苦し
んでいる人をなんとかしないといけない。 いま苦しんでいる人を助け
るためには、社会構造の変化が必要です。変化させるためには、社会の
構成員である市民の意識変革が必要なんです。 社会を変えていこうと
いう気持ちをもってもらう、そう働きかけることこそがNGOの使命なん
です。寄付やNGOの会員になってもらうことは、その第一歩。つまり仲
間（ファン）を増やすことは事業（実施）と同じくらい大事なんです。

組織を変えるために私たちがやったこと、それは”議論と対話を使い分
ける”ことでした。 議論していると同じ単語を使っているのに違う意
味で使っていることがあって、話がかみ合わないことがあるんです。対
話的な話し方をしていくと、それぞれが使っている単語の意味がわかっ
てくる。 議論ばかりすることがしんどくなる人もいるので、今は議論
する場、ここは対話する場とそれぞれ使い分けると、しんどさが軽減さ
れるのではと思って実践しています。



動画のメリットは情報量が多く、動画を見て雰囲気をつかんでも
らうのができるので非常に便利です。 写真＋文字を読むのは、
左脳を動かして、ロジカルに頭に入れるということになります。
でも、動画は理解をするよりは“わかる”といった感じで、右脳が
働くことになります。 人の心が動くためにはどちらも必要。情
報を提供する側が使い分けをしなくてはなりません。

スタッフにお世話になっているとか、活動していると人に出会
えて楽しいとか、頑張っているスタッフへの応援の気持ちなど
といった外発的動機では、寄付はするけどなかなか続きません。
寄附の決定打は総合的だと思うのですが、継続的な関係が続く
のは内発的動機が優位なときだけ。 課題を解決するために
「私たちの代わりに支援を届けてくれてありがとう」という内
発的動機を満たす感謝の循環が生まれたとき、寄付が継続され
ると思っています。



参加者の声
自分の活動、団体に
置き換えられる話が
多く、講師の現場で
の成功と失敗を自分
の組織運営に反映さ
せていきたいと考え
ました。

動画の目的に合わせて、画面の縦
横の選択や動画の長さ、撮るため
のデバイスなど用途にあった使い
方など考えるポイントが多いこと
が意外でした。

他の参加者がメン
バーの良い所を見
ようとする視点や、
よく見ていると思
えるフィードバッ
クを聞いていて胸
が熱くなりました。

マンスリーサポーター
をやるにあたって担当
者におまかせしてしま
うのではなく、大きな
事業という認識をする
姿勢が団体内で取られ
るべきであるという点
について学べました。

「心理的安全性」という
言葉の通り、組織運営を
していく中での場作りへ
のアプローチ方法につい
て学べました。

「温度差」があること
を前提に活動している
と内部でのズレも解消
できると思うので、す
ぐにでも取り入れてい
きたいです。

ワークをしてみることでメン
バーそれぞれの仕事の分担がと
てもクリアにみえてきました。



C 活動で抱える課題のシェアリング 話題提供団体
---

【C-2】日時：2025.2/12（水）19:30～21:30

・みんなのさいわい三宅達夫さん
「法人化を見据えたスケーラブルな組織への改革」

・NPO法人 新潟国際ボランティアセンター 西野紗和子さん
「TikTokでのアカウント作成と動画配信」

・NPO法人 イランの障害者を支援するミントの会 大澤照枝さん
「ルーブリックを使ったメンバーの巻き込みルーム」

---

【C-3】日時：2025.2/27（木）19:30～21:30

・一般社団法人 MABADILIKO 土井直恵さん（当日欠席）
「数ヶ月を費やして応募した助成金が通らなかった時の対処法」

・NPO法人 イカオ・アコ ニ角智美さん
「フィリピン出張(1月末)での活動の動画作成(SNS用)と配信」

---

【C-4】日時：2025.3/13（木）19:30～21:30

・AfricAsiA 渡邊亜美さん
「2月末の渡航時の動画撮影・編集および事業紹介での使用」

・認定NPO法人 ピープルズ・ホープ・ジャパン 南部道子さん
「インターンやボランティアの巻き込み」

本研修のコースリーダーは坂茂樹さん、サブコースリーダーは松浦史典さ
んです。現在も研修は続いています。4月19日に成果発表会を開催します。
そして2025年度も同様の講座を開催する予定です。

D 組織強化につながる実践と伴走支援（4団体）
---
・認定NPO法人アイキャン
団体担当者：長谷川薫さん
テーマ：支援・協力者を増やすための取り組み
専門家（伴走者）：堤大介さん
コーディネーター：田口裕晃さん
---
・公益財団法人アジア保健研修所（AHI）
団体担当者：関口明希さん
テーマ：メディアを活用した事業展開
専門家（伴走者）：藤岡博孝さん
コーディネーター：坂茂樹さん
---
・NPO法人外国人ヘルプライン東海
団体担当者：後藤美樹さん
テーマ：組織改革のための取り組み
専門家（伴走者）：呉哲煥さん
コーディネーター：坂井敏子さん
---
・NPO法人幸縁
団体担当者：近藤咲さん
テーマ：支援・協力者を増やすための取り組み
専門家（伴走者）：鬼丸昌也さん
コーディネーター：松浦史典さん


